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ギ
リ
てン

ア
美
術
と
プ

美
術
の
真
の
即
一
解
者
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
、
ポ
リ
ュ
グ
レ
イ
ト
ス
は
、
フ
ェ

イ
デ
ィ
プ
ス
と
舵
ひ
称
す
べ
き
美
術
却
を
代
表
す
る
巨
匠
で
あ
っ
た
。
彼
の
最

目
次
（
仮）

誕
の
力
〔
『
松
浪
』
第
五
号
（
一
九
八
七
年
）
一
山
政
〕

フ
ェ
イ
デ
ィ
プ
ス
と
プ
ラ
ト
ン

〔
『
桜
按
』

第
五
号
（
一
九
八
七
年
）
一
山
政
〕

ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
と
令
プ
ラ
ト
ン

〔
『
仰
い
殻
』
筑
六
号
（
一
九
八
八
年
）
一
山
枚
］

ア
ル

カ
イ
ッ
ク
美
術
と
プ
ラ
ト
ン

プ
ラ
ト

ン
と
同
時
代
の
美
術
と
プ

ラ
ト
ン

プ
ラ
ト
ン
以
後
の
茨
術
と
プ
ラ
ト

ン

w五 1rn三
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
と
プ
ラ
ト
ン

フ

ン
（

2
）
 

ト

中

1!!1 

犬

山

も
初
却
の
対
話
節
の
一
つ
で
あ
る
『
プ
ロ
タ
コ
ラ
ス
』
の
中
で
プ
ラ
ト
ン
は
、

ア
ス
ク
レ
ピ
オ
久
の
後
詰
を
名
の
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
を
人
間
の
身
体
に
か
か
わ

る
医
者
の
伏
表
と
し
、

パ
ボ
リ
ニ

グ
レ
イ
ト
ス
と
フ
ェ
イ
デ
ィ
プ
ス
を
神
々
の
身

体
（
像
）
に
か
か
わ

る
奉
納
像
作
家
（

hrdLミ
ミ
叶

50h
re）
の
代
表
と
し
て
挙

げ
て
い
る
（
ω
に
わ
）
。
フ
ェ
イ
デ
ィ
プ
ス
と
ポ
リ
ュ

ク
レ

イ
ト
ス
に
対
す
る
プ

ラ
ト
ン
の
ζ

の
よ
う
な
詳
側
は
、
弟
子
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
受
け
縦
が
れ

（
『
－
二
二
、
コ
ス
倫
理
学
』
三
・
寸
）
、

以
後
古
代
の
文
筆
家
た
ち
は
、
一
向
者
を
あ

た
か
も
脳
以
に
光
る
ゼ
ウ
ス
の
双
子
カ
ス
ト

ル
と
ポ

リ
ー
一
ア
ウ
ケ
ス
の
こ
と
く

技
び
称
す
る
こ
と
を
市
長
と
し
た
（
た
と
え
ば
、
ス

ト
ラ
ポ
ン

〈
【
｛
ア
℃

ω叶
N

一

、
キ
ケ
ロ

O
【・巳
O
「
日
一
三
ロ

Z
E
2
N
W
日
一
プ
リ
ニ
ウ
ス
『
博
物
誌
』

M
M
X
［〈・

m
m
一
プ

ル
ク
ル

コ
ス
『
ベ
リ
ク
レ
ス
伝
』

N

な
ど
）
。

ま
さ
に
ア
テ
ナ
イ
山
身
の
プ

ェ
イ
デ
ィ
プ
ス
と
ア
ル
ゴ
ス
山
身
の

F
リ
d

グ

レ
イ
ト
ス
は
、
紀
元
前
五
世
紀
後
半
、
ギ
リ
シ
ア
政
則
ク
ラ

シ
ッ
ク
美
術
の
双

山
立
に
あ

っ
た
。
ポ
リ
ュ

ク
レ
イ
ト
ス
は
、
と
き
に
は
附
附
代
の
人
々
に
ブ
ェ
イ

デ
ィ
プ
ス
以
上
に
一抑
制
さ
れ
て
い
た
。
ク

セ
ノ
フ

月
ン

に
よ
る
と
、
ソ
ク
ヲ
テ



ス
の
対
話
者
の
一
人
は
、
彫
刻
家
（
争
旬
、
ミ
ミ
え
も
み
円
）
の
な
か
で
最
も
感
服

に
値
す
る
も
の
な
む
も
へ
と
と
し
て
ポ
リ
ュ
グ
レ
イ
ト
ス
の
名
を
挙
げ
て
い
る

（
『
メ
モ
ラ
ピ
リ
ア
』
？
と
。
ま
た
プ
リ
ニ
ウ
ス
は
、
当
時
の
著
名
な
彫
刻
家

が
エ
フ
ェ
ソ
ス
の
女
神
ア
ル
テ
ミ
ス
の
型
以
に
奉
納
す
べ
き
ア
マ
ゾ
ネ
ス
の
像

を
競
作
し
た
際
、
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
の
作
品
は
フ
ェ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
そ
れ
を

も
凌
駕
し
、
彼
が
優
勝
者
に
選
ば
れ
た
と
伝
え
で
い
J

る
（
『
博
物
誌
』

同
一
門
出
〈
u

mω
）。
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プ
ラ
ト
ン
は
、
ポ
リ
ュ
グ
レ
イ
ト
ス
の
息
子
た
ち
が
ベ
リ
ク
レ
ス
の
息
子
た

ち
と
同
じ
年
頃
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
（
『
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
』

ωω
∞
の
）
。
ポ
リ

ュ
ク
レ
イ
ト
ス
の
生
年
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
。へ

リ
ク
レ
ス
（
紀
元
前
四

九
五
年
生
）
と
そ
れ
ほ
ど
迷
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
紀
元
前
凶
六

O

年
と
紀
元
前
四
五
二
年
の
オ
リ
ュ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
で
の
優
勝
者
の
像
を
制
作
し

た
ζ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
出
土
の
銘
文
断
片
お
よ
び
パ
ウ
サ

ニ
ア
ス

2
u
p
戸

そ

の
他
）
。
従

っ
て
、
遅
く
と
も
紀
元
前
五
世
紀
の
中
頃

に
は
、
す
で
に
ひ
と
り
だ
ち
し
た
彫
刻
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
プ
リ

ニ
ウ
ス
は
、

ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
マ
ス
の
最
盛
期
（
ア
ク
メ

！
）
を
第

九

O
回
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア

i
ド
（
紀
元
前
四
二

O
i
四
一
七
年
）
と
し
て
い
る

（
『
博
物
誌
』
｝
良
一出
〈
”
邑
）
。
し
か
し
、
と
の
プ
リ
ニ
ウ
ス
が
い
う
ア
ク
メ

1

年
代
は
、
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
が
ア
ル
ゴ
ス
の
へ

l
ラ
l
の
神
殿
の
た
め
に
制

作
し
た
女
神
の
黄
金
象
牙
像
の
制
作
年
代
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
古
代
世
界

K
於
い
て
そ
の
豪
華
さ
と
大
き
さ
で
も
っ
て
名
声
を
馳
せ
て
い
た
ζ

の
へ

i
ラ

i
の
黄
金
象
牙
像
は
、

紀
元
前
回
二
三
年
よ
り
後
托
つ
く
ら
れ
た
ζ

と
が
知
ら

れ
て
お
り
、
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
彼
の
晩
年
の
作
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ポ

リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
は
、
紀
元
前
回
一

O
年
頃
に
そ
の
制
作
活
動
を
終
え
た
と
推

測
さ
れ
る
。

前
述
の
オ
リ
ュ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
優
勝
者
像
や
へ

i
ラ
！
の
黄
金
象
牙
像
以
外

κ、
古
代
の
文
献
は
、
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
の
手
に
在
る
も
の
と
し
て
二

O
点

を
超
え
る
作
品
の
名
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
ブ
ロ
ン
ズ
の
鋳
造
を
専
門
と
し

た
こ
の
彫
刻
家
の
作
品
は
、
そ
の
素
材
の
貴
重
さ
ゆ
え
に
後
の
時
代
に
鋳
潰
さ

れ
、
今
日
に
そ
れ
ら
の
原
作
は
一
つ
む
の
と
さ
れ
て
い
な
い
。

A
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ

ス
V

プ
リ
ニ
ウ
ス
は
、
『
博
物
誌
』
の
第
三
四
巻
五
五
節
か
ら
五
六
節
に
か
け
て

ブ
ロ
ン
ズ
像
作
家
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
の
作
品
と
そ
の
作
風
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
。
そ
の
際
彼
は
、
乙
の
彫
刻
家
の
作
品
の
一
つ
と
し
て
八
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ

ス
V
と
呼
ば
れ
て
い
る

ρ
遣
し
い
若
者
μ

（〈
E
Z
Z
H・
HUE円
c
g）
の
像
を
挙
げ

て
い
る
。
と
の
像
は
古
代
世
界
に
あ
っ
て
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
と
み
え
、
す

で

κキ
ケ
ロ
は
、
彫
刻
家
と
い
う
も
の
の
仕
事
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
オ
リ
ュ

ン
ピ
ア
の
ゼ
ウ
ス
像
と
共
K
と
の
八
ド
リ

ュ
フ
ォ
ロ
ス

V
を
、
そ
の
作
者
の
名

も
挙
げ
る
こ
と
な
く
ギ
リ
シ
ア
彫
刻
の
周
知
の
傑
作
と
し
て
例
示
し
て
い
る

（0
5門
O

門
主
玄
・回

E
Eヨ
∞
w

印）
。
そ
し
て
一
世
紀
の
偉
大
な
修
辞
学
者
ク

ク
イ
ン
テ
ィ
リ
ア
ヌ
ス
は
、
被
も
ま
た
ポ
リ
ュ

ク
レ
イ
ト
ス
の
名
を
挙
げ
る
こ

と
な
く
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
技
に
卓
越
し
た
彫
刻
家
あ
る
い
は
画

家
は
、
最
も
美
し
い
人
体
を
形
つ
く
ろ
う
あ
る
い
は
描
こ
う
と
す
る
と
き
、
そ

の
作
品
の
た
め
に
、
あ
る
ポ
ゴ
ア
ス
と
か
メ
ガ
ビ
ュ
ゾ
ス
を
そ
デ
ル
に
す
る
と

い
っ
た
過
ち
を
犯
し
て
は
な
ら
な
い
。
彼
ら
が
手
本
と
す
べ
き
は
、
た
だ
八
ド

リ
ュ
フ

ォ
ロ
ス

V
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
戦
士
を
表
す
に
も
格
闘
選
手
を
表
す
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に
も
過
し
て
い
る
ー
一
（
吉
巳
広
三
5
0
3門
2
・5
〈－

H
N
・
ど
）
。

ζ

の
よ
う
に
古

代
の
知
識
人
の
問
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
彫
刻
作
品
八
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ
ス

V

を
、
ポ
リ
ュ
グ
レ
イ
ド
ス
の
ブ
ロ
ン
ズ
に
よ
る
原
作
は
と
も
か
く
と
し
て
、
ロ

ー
マ
時
代
の
模
刻
の
な
か
に
見
つ
け
出
そ
う
と
す
る
こ
と
は
、
近
代
の
フ
マ
ニ

ス
ト
の
最
大
の
関
心
事
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
努
力
は
早
く
か
ら
行
な
わ
れ
て

き
た
。十

八
位
紀
の
末
、
ボ
ン
ベ
イ
の
発
侃
は
ま
だ
宝
担
し
の
時
代
で
あ
っ
た
。
フ

ラ
ン
ス
革
命
に
端
を
発
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
混
乱
は
こ
の
地
に
ま
で
及
ん
で
い

た
が
、
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
も
、
め
ぼ
し
い
出
土
品
を
求
め
て
の
発
掘
作
業
は

続
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
頃
か
ら
の
と
る
記
録
は
乏
し
い
が
、
そ
の
な
か

κ
一

七
九
七
年
四
月
十
三
日
、
古
代
の
体
育
場
（
パ
ラ
イ
ス
ト
ラ
）
の
回
廊
跡
か
らボンベイ出土の〈ドリュフォロス〉図 l

アポロニオス作の銘をもっ胸像図2〈プルタレスのトノレソ〉図3



大
理
石
で
つ
く
ら
れ
た
一
体
の
男
性
保
の
断
片
が
発
見
さ
れ
た
ζ

と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
同
年
八
月
三
二
日
陀
は
、
と

の
大
理
石
像
が
そ
の
後
に
発
見
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
他
の
断
片
と
共
に
、
ナ
ポ
リ

K
設
け
ら
れ
て
い
た
美
術
館
に

移
さ
れ
た
こ
と
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
像
は
、

一
八

O
九
年
か
ら

一
八

一
七
年
の
間
に
彫
刻
家
ア
ン
ジ
エ
ロ
・
ソ
ラ
り
に
よ
っ
て
、
微
細
な
破
片

も
用
い
て
入
念
に
修
理
復
原
さ
れ
た
（
図
1
）。

一
八
六
三
年
ト
イ
ツ
の
若
い
考
古
学
者
K
・
フ
リ
l
デ
リ
ク
ス
は
、
J

ボ
ン
ベ

イ
の
パ
ラ
イ
ス
ト
ラ
出
十
一
の
男
性
散
を、

ポ
リ
ュ
グ
レ
イ
ト
ス
の

A
’ド
リ
ュ
フ

ォ
ロ
ス

V
の
大
理
石

K
よ
る
模
刻
と
み
な
す
論
文
を
発
表
し
た
。
と
の
大
胆
な

推
論
は
、
当
初
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
人
々
の
賛
同
を

得
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
同
じ
原
作
か
ら
の
ロ

i
マ
時
代
の
模
刻
像
が
次

々
と

各
地
で
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
か
で
も
、
す
で
に

一
七
五
三
年
に
ヘ

ル
ク
ラ
ネ
ウ
ム
で
発
見
さ
れ
て
い
た
ア
ポ
ロ
ニ
オ
ス
作
の
銘
を
も
っ
ブ
ロ
ン
ズ

製
の
胸
像
は
、
同
じ
素
材
に
よ
る
原
作
の
細
部
に
よ
り
忠
実
な
模
刻
と
考
え
ら

れ
た
（
図
2
）。

ま
た
、
一
一
八
七
三
年
K
ロ
l

マ
の
パ
ラ
テ
ィ

l
ノ
の
上
で
発

見
さ
れ
、
か
つ
て
の
所
有
者
か
ら

A
プ
ル
タ
レ
ス
の
ト
ル
ソ

V
と
呼
ば
れ
る
大

理
石
像
断
片
は
、
ボ
ン
ベ
イ
出
土
の
像
以
上
に
原
作
の
瑞
瑞
し
さ
を
伝
え
る
も

の
と
見
な
さ
れ
た
（
図
3
）
。
一
九
三
四
年
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
彫
刻
家
G
e
レ
l

メ
ル
は
、
こ
れ
ら
の
模
刻
像
を
基
に
、
考
古
学
者

p
・
ヴ
才
ル
テ
ル
ス
の
ア
ド

ヴ
ア
イ
ス
を
得
て
、
ブ
ロ

ン
ズ
に
よ
る
原
作
像
の
復
原
を
試
み
た
（
図
4
・

5
）
。
こ
の
よ
う

K
し
て
、
今
日
わ
た
し
た
ち
は
ポ
リ
ュ
ク
レ

イ
十
ス
の
八
ド

リ
ュ
フ
ォ
ロ
ス

V
の
実
際
に
つ

い
て
多
く
を
識
る
と
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
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〈
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ
ス

V
2
0も
と
も
毛
今
）
と
は
、
他
の
多
く
の
例
か
ら
も
知
ら

れ
る
よ
う
に
、
ヘ
レ
ニ

ズ
ム
時
代
の
ギ
リ
シ
ア
人
が
過
去
か
ら
伝
わ
る
彫
像
の

名
品
を
親
し
み
を
こ
め
て
呼
ん
た
通
称
で
あ
る
。

E
U
舎
にu

は
、
大
き
く
て
先

の
鋭
く
尖
っ

た
穂
と
堅
闘
な
一
七
突
を
も
っ
太
く
て
長
い
、
敵
を
突
き
刺
す
た
め

の
戦
士
の
武
器
の
と
と
で
あ
り
、
ぷ
。
、
身
ョ
は
、
そ
れ
を
持
つ
人
の
意
味
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
「
槍
を
持
つ
人
」
（
句
。
も
亡
す
も
庁
）
は
、
具
体
的
に
は
ヘ
レ
ニ

ズ
ム

時
代
の
宮
廷
に
仕
え
る
護
衛
兵
を
意
味
し
た
が
、

も
ち
ろ
ん
ポ
リ
ュ

ク
レ

イ
ト
ス
の
作
品

A
ド
リ
ュ
フ
才
ロ
ス

V
は
、
そ
の
よ
う
な
奴
隷
兵
士
と
は
川関
係

な
い。

オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
に
於
け
る
体
育
競
技
の
花
形
種
目
で
あ
る
五
種
競
技

（河合

3
EOY）
陀
は
、
槍
投
げ
も
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
使
わ
れ

た
投
榔
用
の
槍
は
、
ぷ
な
ヒ
叶
円
。
て
ョ
と
呼
ば
れ
、
細
く
短
い
も
の
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
ボ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
の

A
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ
ス

V
は
、
オ
リ
ュ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
の
優
勝
者
の
像
で
は
な
か
っ
た
。
ポ
ン
ベ
イ
出
土
の
大
理
石
像
に
の
ζ

る
左
手
の
握
り
も
、
明
ら
か
に
と
の
青
年
が
太
h

E
句
会
%
を
持
っ
て
い
た
ζ

と
を
示
し
て
い
る
。

プ
リ
ニ
ウ
ス
は
、
彼
の
『
博
物
誌
』
第
三
十
四
巻
の
十
八
節
で
肖
像
彫
刻
の

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
に
つ
い
て
語
り
、
そ
の
な
か
で
、
各
地
の
体
育
場

κは

「槍
を
持
つ
操
の
男
性
像
」

（
E
E
ω
z
s
z
z
v
g
gヨ
）
が
若
者
た
ち
の
模

範
像
と
し
て
据
え
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
て

い
る
。
そ
し
て
プ
リ
ニ
ウ
ス
は
、

こ
の
「
檎
を
持
つ
裸
の
男
性
像
」
が
「
ア
キ
レ
ウ
ス
の
肖
像
」
（

σ
2
E
B
〉－

n
y
ニ一

g
m）
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
と
の
と
と
は
、
プ
リ
ニ
ウ
ス

の
時
代
、
す
な
わ
ち
ロ
！
マ
時
代
に
は
、
各
地
の
体
育
場
に
「
槍
を
持
つ
襟
の

男
性
像
」
が
据
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
、

一
つ
の
槍
を
持
つ

ア
キ
レ
ウ
ス

像
、
す
な
わ
ち

A
ア
キ
レ
ウ

ス
・
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ

ス
V
を
原
像
と
し
て
つ
く
ら

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
ナ
ポ
リ
の

A
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ
ス

V

（図
1
）
は
、
ボ
ン
ベ
イ
の
若
者
の
た

め
の
体
育
場
（
パ
ラ
イ
ス
ト
ラ
）
跡
に
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図4 〈ドリュフォロス＞fu原（象
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発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
古
代
世
界
の
す
べ
て
の
若
者
の
体
育
場
と
い
う
べ

き
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
の
聖
域
か
ら
も
、
同
じ
原
像
か
ら
の
ロ

l
マ
時
代
の
大
理
石

模
刻
像
の
断
片
が
出
土
し
て
い
る
。

ζ

れ
ら
の
と
と
か
ら
、
ポ
リ
ュ
グ
レ
イ
ト

ス
の
原
作
は
、
英
雄
ア
キ
レ
ウ
ス
を
表
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
等
身
を
趨
え
る
作
品
の
大
き
さ
（
ボ
ン

ベ
イ
出
土
の
模
刻
像
の
高
さ
約
二

メ
ー
ト
ル
）
自
体
、
す
で
に

A
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ
ス

V
が
現
世
の
人
間
で
は
な

く
、
神
あ
る
い
は
英
雄
（
半
神
）
を
表
し
て
い
た
と
と
を
語
っ
て
い
る
。

A
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ
ス

V
は
、
彫
刻
家
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
が
制
作
し
た
英
雌

ア
キ
レ
ウ
ス
の
像
で
あ
っ
た
（
図
4

・
5
参
照
）
。
そ
れ
は
、
・
お
そ
ら
く
ア
テ

ナ
イ
の
パ
ラ
イ
ス
ト
ラ
に
、
体
育
に
励
む
若
者
た
ち
の
模
範
と
し
て
据
え
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
古
代
の
ギ
リ
シ
ア
人
に
と
っ
て
体
育
、
す
在
わ
ち

E
可
否
て
さ
え

3
3
（
身
体
の
鍛
練
）
、
＝
之
主
吉
町
Z

（
競
技
の
訓
練
）
は
、
生
き
る

こ
と
そ
の
も
の
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
体
育
は
、
生

へ
の

賛
歌
、
な
に
よ
り
も
青
春
へ
の
賛
歌
で
あ
っ
た
。
若
い
こ
と
は
美
し
い
と
と
で

あ
り
、
そ
れ
は
、
愛
（
エ
ロ
ス
）
を
喚
起
す
る
最
も
強
い
力
で
あ
っ
た
。
そ
の

若
さ
の
美
し
さ
は
、
「
援
が
生
え
は
じ
め
る
年
頃
に
翠
と
咲
く
」
（
『
イ
リ
ア
ス
』

M
U口〈・

ω
品
∞
一
『
オ
デ
コ
ツ
セ
イ
ア
』
v
p
N
、忍

一
プ
ラ
ト
ン
『
プ
ロ
タ
プ
ラ

ス』

ω
呂
田
）
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ト
μ
イ
ア
の
戦
時
に
あ
っ
て
パ
ト
ロ

グ
ロ
ス
に
愛
さ
れ
た
若
く
美
し
い
ア
キ
レ
ウ
ス
は
、
そ
の
青
春
に
殉
じ
た
英
雄

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
若
さ
に
榔
く
若
者
は
、
体
育
の
競
技
に
於
い
て
は
勝
つ
ζ

と
、
第
一
人
者
に
な
る
と
と
を
目
指
す
剛
者
で
も
あ
っ
た
c

ア
キ
レ
ウ
ス
は
、

ト
ロ
イ
ア
の
戦
い
に
参
加
し
た
ギ
リ
シ
ア
の
英
雄
の
な
か
の
第
一
の
剛
者
で
あ

り
、
彼
が
手
K
持
つ
の
は
、
彼
以
外
の
誰
も
級
う
ζ

と
の
で
き
な
い
ベ
リ
オ
ン

の
H

と
ね
り
と
H

（E
L
P
）
で
つ
く
ら
れ
た
巨
大
な
槍
で
あ
っ
た
（
『
イ
リ
ア

ス
』
凶
〈
F
H
h
F

（）l
H
h
p
h
肝）。

ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
の
手
に
な
る
英
雌
ア
キ
レ
ウ
ス
の
像
は
、
ま
さ
に
華
と

咲
く
若
さ
に
輝
い
て
い
た
。
彼
の
剛
さ
は
、
荒
々
し
い
野
獣
の
強
さ
に
よ
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
逗
し
い
体
躯
は
、
体
育
に
よ
っ
て
均
斉
を
も
っ
て
鍛

え
ぬ
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
も
は
や
た
ん
に
活
力
を
た
く
わ
え
た
肉

体
と
し
て
の
存
在
を
趨
え
て
、
精
神
的
な
領
域
へ
と
高
め
ら
れ
て
い
た
。
ギ
リ

シ
ア
の
体
育
競
技
は
、
神
々
へ
捧
げ
ら
れ
た
儀
式
で
あ
っ
た
。
若
者
た
ち
は
、

神
々
の
前
で
、
神
々
へ
の
崇
敬
の
た
め
に
勝
利
を
か
け
て
戦
っ
た
の
で
あ
り
、

そ
の
若
さ
も
剛
さ
も
神
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
作
の

ア
キ
レ
ウ
ス
像
も
ま
た
、
神
の
定
め
た
夫
折
の
運
命
を
覚
倍
し
、
謙
虚
な
目
差

し
を
遠
く
下
方
に
向
け
て
い
た
。

『
カ
ノ
1
ン
』

古
代
の
多
く
の
文
献
は
、
彫
刻
家
ポ
リ
ュ
グ
レ
イ
ト
ス
に
『
カ
ノ
l
ン
』
と

題
す
る
著
書
の
あ
っ
た
と
と
を
伝
え
て
い
る
。
H

カ
ノ

l
ン
H

（ミピ

hr）
と
は
、

「
棒
」
を
意
味
す
る
セ
ム
語
を
ギ
リ

シ
ア
人
が
借
用
し
た
言
葉
で
、
彼
ら
H
いそ

れ
を
建
築
術
や
彫
刻
術
に
於
け
る
「
測
量
梓
」
「
物
差
」
の
意
味
K
用
い
た
。

そ
の
よ
う
な
言
葉
を
表
題
と
し
た
ポ
リ
ュ
グ
レ
イ
ト
ス
の
著
書
自
体
は
今
日
に

伝
え
ら
れ
て
い
・
な
い
が
、
そ
れ
か
ら
の
直
接
の
引
用
と
見
な
さ
れ
る
断
片
が
、

古
代
か
ら
の
と
る
膨
大
な
文
献
の
な
か
に
、
と
れ
ま
で
次
の
三
筒
一
附
で
舷
訪
附
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
（
二
司
E
－O
D
E
R
E
2
2
ω
・
ω日己
E
M
F
－〈－

r

目）・
h
r
y
N
C

（
一
一
）
句
一
口
門
mH「の
2
0
叩・

ccω
巾
印
立

Oコ
何
回
（
VOD〈
↑
〈
日

ω一ωmy
ロ・

ω”
N

（
三
）
の
巳

3
3・門町
E
m
w
n
E巳印

Z
G匂
O
Q巳
3

2

2
巳
0
3
p
切
で
あ
る
。



と
れ
ら
僅
か
に
の
こ
る
断
片
か
ら
彫
刻
家
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
は
、
そ
の
著
書

『
カ
ノ
！
ン
』
の
な
か
で
人
体
像
を
制
作
す
る
に
際
し
て
の
そ
の
遂
行
の
手
順

を
、
他
の
美
術
家
の

ρ
物
差
H

H

規
範
H

と
な
る
よ
う
、
実
作
者
の
立
場
か
ら

詳
細
に
論
じ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
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著
書
『
カ
ノ

l
ン
』
の
内
容
に
つ
い
て
確
実
な
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
そ
こ

で
ポ
リ
：
グ
レ
イ
ト
ス
が
、
人
体
に
関
す
る
彼
の
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
理
論
を
展

開
し
て
い
た
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
と
の
乙
と
に
つ
い
て
最
も
多
く
の
情
報
を

伝
え
て
く
れ
る
の
は
、
上
に
，
挙
げ
た
さ
一
）
、
す
な
わ
ち
古
代
最
後
の
偉
大
な

医
者
で
あ
り
ま
た
哲
学
者
で
あ
っ
た
ベ
ル
ガ
モ
ン
出
身
の
ガ
レ
ノ
ス
が
、
彼
の

『
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
と
プ
ラ
ト
ン
の
学
説
に
つ
い
て
』
と
題
す
る
書
物
の
な
か

で
の
と
し
た
次
の
一
節
で
あ
る
。

「
す
な
わ
ち
彼
（
ク
リ
コ
シ
ッ
ポ
ス
）
は
、
身
体
に
於
い
て
、
健
康
は
各
成

分
（
RohNh吋
Q

）
の
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
に
基
づ
き
、
美
は
各
要
素
（

E
R
R）
の

シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
に
基
づ
く
こ
と
を
明
確
に
分
け
た
。
こ
の
こ
と
を
彼
は
、
す

ぐ
上
で
私
が
引
用
し
た
演
説
の
な
か
で
明
白
に
述
へ
て
い
た
。
そ
と
で
彼
は
、

肉
体
的
な
健
康
は
温
か
さ
と
冷
た
さ
、
乾
き
と
湿
り
気
の
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
、

す
な
わ
ち
身
体
各
成
分
の
シ
コ
ン
メ
ト
リ
ア
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
美
は
、
各
成
分
の
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
ポ
リ

ュ
ク
レ
イ
ト
ス
の
『
カ
ノ
！
ン
』
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
各
要
素
の

シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
、
す
な
わ
ち
一
本
の
指
（
b
h
f
g
L
S）
の
他
の
一
本
の
指
に

対
す
る
、
す
べ
て
の
指
の
掌
骨
部
（

E
3
5古
今
）
と
手
根
骨
部
（
足
、
之
内
）

に
対
す
る
、
掌
骨
部
と
手
恨
瓜
（
円
部
を
合
せ
た
部
分
の
上
脚
部
（
ふ
N
C
円
）
に
対

す
る
、
上
脚
部
の
腕
全
体
（
百
三

N
E℃
）
に
対
す
る
、
す
べ
て
の
部
分
の
全
体

に
対
す
る
シ
コ
ン
メ
ト
リ
ア
の
な
か
に
あ
る
。
」

カ
レ
ノ
ス
は
紀
元
後
二
世
紀
の
人
で
あ
る
が
、
彼
が
こ
こ
に
紹
介
し
て
い
る

ク
リ
コ
シ
ッ
ポ
ス
は
、
紀
元
前
三
世
紀
の
後
半
に
活
躍
し
た
ス
ト
ア
派
の
哲
学

者
で
あ
っ
た
。
ク
リ
コ
シ
ッ
ポ
ス
に
よ
る
と
、
人
間
の
健
康
と
美
は
全
く
異
な

る
も
の
で
あ
り
、
前
者
は
身
体
の
成
分
（
号
。
h
H
丸
Q

）
の
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
、

後
者
は
身
体
の
要
素
（

E
1
Q）
の
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
か
ら
生
ま
れ
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
の
り
つ
健
肢
と
は
、
身
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
成
分
、
筋

肉
と
か
体
液
と
か
が
、
そ
の
混
か
さ
と
冷
た
さ
、
乾
き
と
湿
り
気
に
於
い
て
一

方
に
偏
る
と
と
な
く
、
調
和
を
保
っ
て
い
る
と
と
で
あ
る
。
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア

（q
C
M
h
E
弓
旨
）
と
い
う
言
葉
に
は
、
広
く
H

調
和
H

の
意
味
が
あ
り
、
そ
れ

は
、
ほ
と
ん
ど
N

ハ
ル
モ
ニ
ア
H

（かも－

Eヒヘ
Q

）
と
同
義
語
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
（
た
と
え
ば
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
フ
ィ
レ
、
ホ
ス
』
N
印
何
l
N
。
∞
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
後
に
触
れ
る
）
。
し
か
し
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
に
は
、
そ
の
語
源
で
あ
る
動
詞

の

J
C
M
旬、刊号

3
3
（
共
に
測
る
）
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
数
に
よ
る
割

合
、
比
例
」
の
概
念
が
含
ま
れ
て
い
る
。
と
の
こ
と
は
、
ク
リ
ュ
シ
ッ
ポ
ス
が

人
体
の
美
に
つ
い
て
諮
る
と
き
、
い
っ
そ
う
明
確
に
な
る
。
彼
は
、
人
体
の
美

は
身
体
の
一
要
素
、
す
な
わ
ち
頭
と
か
千
円
え
と
い
っ
た
身
体
を
構
成
す
る
各
部
分

の
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
か
ら
生
ま
れ
る
と
い
う
。
そ
し
て
乙
の
身
体
を
構
成
す
る

要
素
の
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
は
、
よ
り
小
さ
い
ド
部
分
の
よ
り
大
き
な
部
分
に
対
す

る
シ
コ
ン
メ
ト
リ
ア
、
す
な
わ
ち
指
の
手
に
対
す
る
、
手
の
上
脚
部
に
対
す

る
、
上
胸
部
の
腕
全
体
に
対
す
る
、
部
分
の
全
体
に
対
す
る
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア

か
ら
成
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
計
量
値
で
表
す
と
と
の
で
き
る
形

の
上
で
の
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
は
、
当
然
数
学
的
な
比
率
、
比
例
と
関
係
し
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
間
の
形
の
美
し
さ
を
決
定
す
る
シ
コ
ン
メ
ト
リ

ア
、
す
な
わ
ち
造
形
芸
術
に
於
け
る
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
に
つ
い
て
具
体
的
に
論

じ
て
い
た
の
が
、
。
ホ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
の
著
書
『
カ
ノ
l
ン
』
で
あ
っ
た
の
で
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あ
る
。紀

元
前
一
世
紀
後
半
の
建
築
家
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
は
、
と
の
造
形
芸
術
に

於
け
る
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

κ定
義
し
て
い
る
。

「
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
と
は
、
作
品
自
体
の
各
構
成
要
素
が

H

適
切
に
協
調
し

て
い
る
こ
と
μ

（
gロ〈
2
5ロ
ω
8ロ
ωσ
ロ
ω
5）
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

分
が
、
作
品
全
体
と
の
関
連
K
於
い
て
、
J
の
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ

た
一
つ
の

部
分
に
基
づ
い
て
調
和
し
て
い
る
ζ

と
μ

（門主

2

3
円門戸
ω
円。
ω匂

0
5
5）
で

あ
る
」
（
建
築
設
問
』

7

N
・
品
）
。
ま
た
彼
は
、
別
の
と
ζ

ろ
で
次
の
よ
う
に
述

べ
て
同
る
。
「
神
殿
建
築
の
構
造
は
、
建
築
家
が
そ
の
法
則
に
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
従
わ
・
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

乙
の
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
が
H

ア
ナ
ロ
ギ
ア
H

（恥ミ』
3
・E
）

と
呼
ん
で
い
る
プ
ロ
ポ
ル
チ
オ
（
℃
円
。
℃
2
Z
O
）
か
ら
つ
く
り
出
さ
れ
る
。
。
フ
ロ

ポ
ル
チ
オ
と
は
、
制
作
す
べ
き
作
品
全
体
の
各
部
分
K
、
ま
た
全
体
と
し
て
の

作
品
に
、

H

あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
一
つ
の
部
分
が
基
本
的
尺
度
と
し
て
妥

当
し
て
い
る
と
と
d

（
g
g
m
u
ω
円巴

ω
Sヨ
5
0仏
己
主
5
）
で
あ
り
、
と
の
プ

ロ
ポ
ル
チ
オ
か
ら

μ
諸
々
の
シ
ュ
ン
メ

ト
リ
ア
の
法
則
H

（E
t
o
a
3
3
2’

ユmwE
ヨ
）
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
」
（
『
建
築
審
』

E
－

r
戸）。

す
な
わ
ち
、
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
に
と
っ
て

N

造
形
芸
術
に
於
け
る
シ
3

ン

メ
ト
リ
ア
グ
と
は
、
制
作
す
べ
き
作
品
の
一
部
を
あ
ら
か
じ
め
一
つ
の
単
位
と

し
て
定
め
、
そ
れ
を
基
に
し
た
各
部
分
相
互
の
、
あ
る
い
は
部
分
の
全
体
に
対

す
る
、
一
種
の
数
学
的
比
例
関
係
で
あ
る
プ
ロ
ポ
ル
チ
オ
か
ら
生
ま
れ
る
「
美

的
調
和
」
の
ζ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
プ
ロ
ポ
ル
チ
オ
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら

れ
た
一
部
分
（
門E
m
w
u
mw「
ω
）
が
基
本
的
尺
度
（
所
謂
E

ヨ

o
E
一5
J
と
し
て

す
べ
て
に
共
通
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
自
然
数
の
倍
数
あ
る
い
は
分
数
で

表
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
事
実
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
は
、
古
代
か
ら
の
と
る
唯

一
の
例
と
し
て
、
理
想
的
な
人
体
の
各
部
分
の
寸
法
を
全
高
を
一

・
と
す
る
整
数

の
分
数
で
表
し
て
い

る
（
建
築
書
』

日
柚
「
∞
）
。

エ
ウ
ク
リ
デ
ス
、
す
な
わ
ち
紀
元
前
回
世
紀
の
末
か
ら
三
世
紀
の
初
頭
に
か

け
て
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
で
活
躍
し
た
数
学
者
は
、
こ
の
プ
ロ
ポ
ル
チ
オ
（
ギ

リ
シ
ア
語
で
は
ア
ナ
ロ
ギ
ア
）
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
明
確
に
定
義
を
し
て
い
た
。

す
な
わ
ち
彼
は
、
ア
ナ
一
ギ
ア
を
「
少
な
く
と
も
三
つ
以
上
の
数
値
が
、
一
定

の
比
率
（
』
々
。
句
、
ラ
テ
ン
語
で
は

g
巴
O
）
を
も
っ
て
秩
序
づ
け
ら
れ
る
こ
と
」

と
定
義
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
巴
∞
ヨ

3
5
〈
w

門
ぽ
｛

ω‘
hy

∞
お
よ
び
〈
戸

仏民－
N
H
）
。
お
そ
ら
く
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
以
来
の
ギ
リ
シ
ア
数
学
の
伝
統
を
受
け

継
い
で
h
た
で
あ
ろ
う
エ
ウ
ク
リ
デ
ス
の
と
の
定
義
に
よ
る
と
、
シ
ュ
ン
メ
ト

リ
ア
の
基
で
あ
る
ア
ナ
ロ
ギ
ア
は
、
等
比
数
列
の
関
係
に
あ
り
、
し
か
も
少
な

く
と
も
三
つ
以
上
の
数
値
を
比
較
す
る
場
合
に
の
み
、
は
じ
め
て
成
り
立
つ
こ

と
に
な
る
（
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
ト
ン
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
戸
わ
Iω
日
〉

参
照
）
。
ポ
リ

ュ
ク
レ
イ
ト

ス
が
、
モ
の
著
書

『
カ
ノ
！

ン
』
の
な
か
で
述
べ

て
い
た
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
理
論
は
、
と
の
よ
う
な
ギ
リ
シ
ア
の
数
学
の
伝
統
の

な
か
で
の
比
例
論
と
、
強
い
繋
が
り
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
カ
ノ
！
ン
』
と
八
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ
ス

V

ガ
レ
ノ

ス
は
、
上
に
引
用
し
た
叙
述
を
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る。

「
そ
の
著
書
に
於
い
て
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
は
、
人
体
の
す
べ
て
の
シ
ュ
ン
メ

ト
リ
ア
を
示
し
、
さ
ら
に
彼
は
、
彼
の
理
論
を
一
つ
の
作
品
で
も
っ
て
証
明
し
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た
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
彼
の
理
論
の
教
条
に
従
っ
て
一
つ
の
彫
像
を
制
作
し
、

そ
の
像
を
著
書
と
同
じ
よ
う

κ
A
カ
ノ

l
ン
V
と
呼
ん
だ
。
」

ポ
り
ュ
グ
レ
イ
ト
ス
の
一
つ
の
作
品
が
、
（
少
な
く
と
も
造
形
作
品
を
審
美

的
、
舵
史
的
に
鑑
賞
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ロ
！
マ
時
代
に
は
）

H

カ
ノ
！
ン
H

と
呼
ば
れ
て
い
た
ζ

と
は
、
古
代
か
ら
の

こ
る
他
の
多
く
の
記
録
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
る
。
プ
リ

ニ
ウ
ス
は
、

ζ

の
彫
刻
家
の
作
品
を
列
挙
す
る
と
き
、

「彼

（
ポ
リ

コ
ク
レ

イ
ト
ス
）
は
、
逗
し
い
若
者
の
像

A
ド
リ

ュ
フ

ォ
ロ

ス
V
を
つ

く
り
、
ま
た
、
芸
術
家
た
ち
が
カ
ノ

i
ン
と
呼
び
、
彼
ら
が
、
あ
た
か
も

一
つ

の
徒
に
従
う
か
の
よ
う
に
そ
れ
か
ら
彼
ら
の
芸
術
の
基
木
型
を
引
き
出
す

一
つ

の
像
を
つ

く

っ
た
。
そ
し
て
彼
は
、

人
間
の
な
か
の
唯
一

の
人
と
し
て
、
一
つ

の
芸
術
作
品
で
も
っ
て
芸
術
そ
の
も
の
を
表
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
」
（
正
σ
B

Z
ι
。
ミ
刀

yo「
ロ
ヨ
〈
弓
ニ
ユ
ゆ
円
七

C
2
5
d
p
n広

2
3
5
2
2ロ
o
g
m
w「
crz

〈
onmwD門
t
E
mヨ
ゆ
ロ

g
∞「門戸凶作
一円
ぬ

C
℃

2
0
2
2
く

o
z
z
ω

一巾閃ぬ

DC釦
円山町戸『
d
u

g

－cz
c
m
y
oヨ
5
cヨ

m
q
Zヨ
召

ω凶
ヨ
問
。
己
的
印
ゆ

ω
三
ω
O円）ぬ円。

E
門巴

g
E円・

！
『
博
物
誌
』

uccロ
〈
”
日
印
）
。

し
か
し
、
今
日
の
意
味
に
於
け
る
ぷ
云
術
H

あ
る
い
は
」
芦
術
家
μ

は
存
在

せ
ず
、
造
形
芸
術
が
宗
教
現
象
で
あ
っ
た
’
紀
元
前
五
世
紀
の
彫
刻
家
ポ
リ

斗
ク

レ
イ
ト
ス
が
、
た
だ
自
ら
の
理
論
を
実
証
す
る
た
め
に
、
す
な
わ
ち
審
美
的
な
目

的
だ
け
か
ら
、
一

つ
の
作
品
を
つ
く

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

す
で
に
見
た

よ
う
に
ク
ワ
イ
ン
テ
ィ
リ
ア
ヌ
ス
は
、
彫
刻
家
や
画
家
た
ち
に
、
葉
し
い
人
体

を
表
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
生
身
の
人
間
を
モ
デ
ル
に
す
る
よ
う
な
過
ち
を
犯
す

と
と
な
く
、
た
だ

A
ド
リ

ュ
フ

ォ
ロ
ス

V
を
手
本
と
せ
よ
と
薦
め
て

い
た
。
キ

ケ
ロ
も
、
紀
元
前
回
世
紀
の
大
彫
家
リ
ュ
シ
ッ
ポ
ス
は
八
下
リ
ュ
フ

ォ
ロ

ス
V

を
彼
の
師
と
し
た
と
述
べ
て
い
る
（
回
「

E
5
∞P
3
2
0
す
な
わ
ち
、

八
、ドリ

ュ
フ
ォ
ロ
ス

V
と
そ
、
後
代
の
美
術
家
た
ち
が
一
つ
の
挺
の
ど
と
く
規
範
と
し

た
作
品
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ζ

の
作
品
を
人
々
は
、

H

カ
ノ

l
ン
H

と
呼
ん

だ
の
で
あ
ろ
う
。
今
日
に
の

こ
る
プ
リ

ニ
ウ
ス

の
写
本
で
、

A
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ

ス
V
と
作
品

H

カ
ノ

i
ン
μ

に
関
す
る
叙
述
は
、

E
：
－

P
E門
己
ハ
H
S
E－－
V
と
、

等
位
接
続
詞

t
m
門
＝
で
結
ぼ
れ
て
い
る

（上
の
引
用
原
文
参
照
）。
‘
お
そ
ら
く

と
の

J
門
司
は
、
中
世
の
写
本
記
者
に
よ
っ
て
誤
っ
て
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
あ

同九

γ
っ。Aド

リ
ュ
フ
ォ
ロ
久

V
と

グ
カ
ノ

！
ン
H

と
呼
ば
れ
て
い
た
彫
像
が
同

一
の

作
品
で
あ
る
な
ら
ば
、
作
品
八
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ
ス

V
に
は
、
ポ
リ
コ
ク
レ
イ
ト

ス
が
著
書

『
カ
ノ

l
ン
』
の
な
か
で
展
開
し
た
シ

ュ
ン

メ
ト
リ
ア
理
論
が
実
現

さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

一
八
六
三
年
K
K
・
フ
リ
i
デ
ク
ス

が、

ボ
ン

ベ
イ
出
土
の
大
理
石
橡
（
図

1
）

K
A
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ
ス

V
の
模
刻
を
発
見
し
て
以
来
、
と
れ
ま
で
に
多
く

の
研
究
者
た
ち
が
こ
の
像
を
綿
徴
に
わ
た
っ
て
計
測
し
、
そ
こ
に
一
つ
の
秩
序

だ
っ

た
数
的
体
系
を
見
つ
け
出
そ
う
と
試
み
て
き
た。

人
々

は
ま
ず、

ガ
レ
ノ

ス
が
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
の
最
初
の
単
位
と
し
て
挙
げ
た
身
体
の
部
分
、
す
な
わ

ち
指
（
之
2
c
Eり
）
を
、
他
の
身
体
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
の
寸
法
に
共
通
す
る
単

位
、
す
な
わ
ち

E
3
0
E
－5
＝
と
し
、
そ
れ
を
基
に
身
体
各
部
の
数
的
比
例
関

係
を
組
み
立
て
よ
う
と
し
た。

そ
し
て

こ
の
試
み
が
う
ま
く
ゆ
か
な
い

と
、
あ

る
者
は
パ
ピ
ュ
ル
ス
に
の
ζ

る
エ
ジ
プ
ト
彫
刻
の
人
体
比
例
論
を
参
考
に
し
、

ま
た
あ
る
者
は
黄
金
比
を
用
h

て、

ζ

の
像
K
隠
れ
て
い
る
は
ず
の
数
的
比
例

関
係
を
見
つ
け
出
そ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
す
べ
て
の
努
力
は
お
も
わ
し
い
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
の
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
理
論

は
、
「
今
日
に
於
け
る
考
古
学
の
不
思
議
の
一
つ
」
出

n
R
u
g
Z吋
）
と
も
い
わ

れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
一
九
五
七
年
、
ア
メ
リ
カ
の
美
術
学
校
∞
ミ
ロ
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宮
od弓
円
わ
。
＝
mm山
ゆ
で
自
ら
も
彫
刻
を
制
作
す
る
R
・
ト
l
ビ
ン
は
、
一
つ
の
興

味
深
い
論
文
を
発
表
し
た
（
同
R
E
E
4
0
E
P
叶

zns。ロ
。
同

g
q
r
Zナ

円。
ω
・
〉
ヨ
ゆ
ユ

g
ロ
】
。
ロ
円

E
一O
『
〉
R
Y
M
E
o

－om
－0・
3
・

5
斗
切
）
。
彼
は
、
そ
れ

ま
で
の
研
究
者
が
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
の
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
理
論
の
基
に
な
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
数
的
比
例
関
係
を
算
術
（
ω
ユ
吾
ヨ
2
k
m）
的
に
求
め
よ
う

と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
そ
れ
を
当
時
の
ギ
リ
シ
ア
数
学
の
伝
統
で
あ
っ
た
幾

何
学
（

m
gヨ
旦
ユ
と
の
考
え
方
に
従
っ
て
求
め
よ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、

数
的
関
係
を
一
次
元
的
、
す
な
わ
ち
線
的
で
は
な
く
、
二
次
元
的
、
す
な
わ
ち

面
的

κ捉
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

ト
l
ビ
ン
の
と
の
論
文
は
、
決
し
て
充
分
に
精
密
と
は
い
え
な
い
小
さ
な
試

論
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
示
唆
に
富
む
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
以
下
に
そ
の

要
旨
を
紹
介
し
、
そ
の
結
果
を
今
日
K
伝
わ
る
八
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ
ス

V
の
模
刻

お
よ
び
古
代
文
献
の
な
か
の
証
言
と
比
較
す
る
こ
と
に
す
る
。

ポ
リ
ュ
グ
レ
イ
ト
ス
は
、
八
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ
ス

V
の
前
提
と
な
る
べ
き
一
つ

の
人
体
像
を
想
定
し
、
そ
れ
を
完
全
左
数
的
比
例
に
従
っ
て
組
み
立
て
た
。
そ

の
際
彫
刻
家
は
、
彼
の
自
然
観
察
に
基
手つ
き
人
間
と
い
う
生
命
体
が
機
能
す
る

上
で
重
要
な
器
官
、
す
な
わ
ち
、
指
、
掌
、
手
首
、
肘
、
一
屑
峰
（

2
3ヨ
E
E）、

鎖
骨
、
乳
頭
、
腹
（
ω
E
OE
g）
、
鼠
援
部
、
膝
な
ど
を
、
身
体
各
部
の
寸
法

決
定
の
基
準
点
と
し
た
。
と
の
前
提
と
さ
れ
る
べ
き
仮
の
人
体
像
の
各
部
分
の

長
さ
（
高
さ
）
を
決
定
す
る
基
本
的
単
位
（
ヨ
o
含
古
ω
）
と
し
て
は
、
小
指
の

第
三
指
骨

2
5
5ご
】
冨
一

g
mゆ
）
の
長
さ
が
採
用
さ
れ
た
。
と
の
基
本
単
位

を
用
い
て
幾
何
学
的
思
考
に
基
づ
く
数
列
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
数
列
に
し
た
が

っ
て
身
体
の
小
さ
な
部
分
か
ら
よ
り
大
き
な
部
分
の
寸
法
が
、
順
次
決
め
ら
れ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

小
指
の
第
三
指
骨
の
長
さ
を

H
A
H
と
し
、
と
の

n
A
H
を
基
に
し
て
小
指

の
他
の
部
分
の
長
さ
、
す
な
わ
ち
第
二
指
骨
の
長
さ

H
B
H
、
第
一
指
骨
の
長

さ
H

C

M

が
、
次
の
よ
う
に
し
て
決
め
ら
れ
る
（
図
6
・
お
よ
び
図
8
・
a
参

照
）
。
ま
ず
A
の
長
さ
を
－
辺
と
す
る
正
方
形
を
描
き
、
そ
の
対
角
線
の
長
さ

を
B
と
す
る
。
続
い
て
B
を
一
辺
と
す
る
正
方
形
を
描
き
、
そ
の
対
角
線
の
長

さ
を
C
と
す
る
。
す
な
わ
ち
A
、
B
、
C
の
間
に
は
、
二
の
平
方
根
（
J

＼叫）

を
比
率
（
』
命
。
句
、

3
2。
）
と
す
る
等
比
数
列
が
成
り
立
つ
。
次
に
、

A
、
B
、

C
の
合
計
と
し
て
得
ら
れ
る
小
指
全
体
の
長
さ

H
D
H
を
一
辺
と
す
る
正
方
形

を
描
き
、
そ
の
対
角
線
の
長
さ
を
掌
骨
部
と
手
根
骨
部
を
合
せ
た
長
さ
、
す
な

わ
ち
小
指
の
付
け
根
か
ら
’
手
首
ま
で
の
長
さ
H

E

d

と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

口
一
円

Hr仁
叫
の
関
係
で
あ
る
。
続
い
て
、
こ
の
結
果
得
ら
れ
る
小
指
の
先

端
か
ら
手
首
ま
で
の
長
さ

J
J
を
基
と
し
て
、
同
じ
手
段
で
も
っ
て
身
体
の

各
部
の
長
さ
（
高
さ
）
が
決
め
ら
れ
る
A

図
7
・
お
よ
び
図
8
・
b
参
照
）
。
手

恨
骨
か
ら
肘
ま
で
、
す
な
わ
ち
前
縛
の
長
さ
H

G

N

は、

F
の
J

＼
叫
倍
、
肘
か

ら
肩
峰
ま
で
、
す
な
わ
ち
上
脚
の
長
さ
H

H

H

は、

G
の
J

＼
吋
倍
と
さ
れ
る
。

頭
頂
か
ら
顎
ま
で
、
す
な
わ
ち
頭
高
H

I

H

は
、
前
脚
の
長
さ
G
と
同
じ
と
さ

れ
、
と
の
頭
高
I
（日
G
）
を
基
に
し
て
、
同
じ
比
率
（
え
叫
）
の
数
列
で
も
つ

て
の
と
る
身
体
各
部
の
長
さ
（
高
さ
）
が
決
め
ら
れ
ゆ
く
の
で
あ
る
。
（
身
体

各
部
の
横
幅
も
ま
た
、
小
指
の
第
三
指
骨
の
長
さ
と
幅
を
基
に
し
た
幾
何
学
的

数
列
か
ら
算
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
手
順
の
紹
介
は
こ
こ
で
は
省
く
。
）

こ
の
よ
う
な
幾
何
学
的
数
列
に
基
づ
く
数
的
体
系
を
組
み
立
て
た
上
で
、
等

身
を
超
え
る
人
体
像
の
制
作
を
意
図
し
た
彫
刻
家
は
、
基
本
単
位
（
ヨ
o
E
Z
ω
）

と
す
る
小
指
の
第
三
指
骨
の
長
さ
を
一
・
六
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
た
。
こ

の
基
本
単
位
か
ら
、
各
部
の
長
さ
（
高
さ
）
が
次
々
と
決
め
ら
れ
て
ゆ
き
、
全

高
は
一
九
九
・

0
0セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
臼
頁
の
参
考
表



参
照
）
。
仕
事
場
の
彫
刻
家
は
、
理
論
的
に
は
と
の
よ
う
な
複
雑
な
幾
何
学
の

数
列
を
用
い
る
と
し
て
も
、
実
際

κは
商
到
な
計
算
を
す
る
必
要
は
な
か
っ

た
。
一
木
の
紐
を
使
え
ば
、
す
べ
て
の
数
値
を
容
易
に
得
る
と
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
（
図
9
参
照
）
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
紐
の
上
に
基
点
の
し
る
し
グ
イ
H

を
つ
け
る
（
結
び
目
を
つ
く
れ
ば
よ
い
）
。
次
に
そ
の
基
点
か
ら
、
基
本
単
位

で
あ
る
一
・
六
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
と
と
ろ
に
し
る
し

H

ロ
H

を
つ
け
る
。

続
い
て
と
の

H

イ
H

と

w
ロ
H

の
間
の
長
さ
を
一
辺
と
す
る
正
方
形
を
図
に
描

く
か
、
あ
る
い
は
他
の
紐
で
形
作
り
、
そ
の
正
方
形
の
一
角
K
紐
の
上
の
し
る

し
H

ロ
u

を
置
い
て
対
角
K
向
け
の
ば
し
、
対
角
と
一
致
す
る
と
ζ

ろ
に
し
る

し

μ
ハ
H

を
つ
け
る
。
こ
の

H

ロ
H

と
N

ハ
H

の
間
の
長
さ
が
、
小
指
の
第
二

指
骨
の
長
さ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
業
を
繰
り
返
し
て
彫
刻
家
は
、
一
本
の

紐
の
上

K
身
体
各
部
の
寸
法
を
簡
単
K
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
し
て
ト

l
ビ
ン
は
、
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
が

A
ド
リ
ュ
フ
ォ

ロ
ス

V
の
前
提
と
し
た
で
あ
ろ
う
仮
の
人
体
像
を
、
小
指
の
第
三
指
骨
の
長
さ

を
基
木
単
位
と
す
る
純
粋
な
数
的
体
系
に
よ
っ
て
組
み
立
て
た
の
で
あ
る
。
す

で
に
児
た
よ
う
に
、
ガ
レ
ノ
ス
が
紹
介
す
る
『
カ
ノ

l
ン
』
の
な
か
の
シ
ュ
ン

メ
ト
リ
ア
理
論
は
一
本
の
指
の
他
の
一
本
の
指
に
対
す
る
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
か

ら
は
じ
ま
り
、
す
べ
て
の
指
の
掌
骨
部
と
手
根
骨
部
を
合
せ
た
部
分
に
対
す
る

シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
、
掌
骨
部
と
手
根
部
を
合
せ
た
部
分
の
上
阿
部
に
対
す
る
シ

ュ
ン
メ
ト
リ
ア
、
上
脚
部
の
腕
全
体
に
対
す
る
シ
ュ
メ
ト
リ
ア
と
続
い
て
ゆ

く
。
と
れ
は
、
そ
の
最
初
の
最
小
単
位
で
あ
る
指
（
立
q
c
L
O
円
）
を
小
指
の
第

一
二
指
骨
と
代
え
れ
、
は
、
ト
l
ビ
ン
の
復
原
し
た
シ
ュ

ン
メ
ト
リ
ア
体
系
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
。
両
者
の
最
小
単
位
の
不
一
致
は
、
ガ
レ
ノ
ス
、
あ
る
い
は
彼
が
引

用
し
た
グ
リ
ュ
シ
ッ
ポ
ス
が
、
ポ
リ
ュ
グ
レ
イ
ト
ス
の
原
典
を
誤
解
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
と
推
測
す
る
と
と
も
で
き
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
す
べ
て
の
基
本
単
位
と
さ
れ
る
小
指
の
第
三
指
骨
の
長
さ

一
・
六
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
は
小
さ
な
数
値
で
あ
る
。
こ
の
小
さ
な
数
値
を
基

に
作
業
を
進
め
る
彫
刻
家
に
は
、
細
心
の
注
意
が
要
求
さ
れ
る
。
紀
元
前
三
世

紀
の
ビ
ザ
ン
チ
オ
ン
出
身
の
技
術
者
フ
ィ
ロ
ン
が
、
湾
の
製
造
に
つ
い
て
述
べ

る
際
に
引
用
し
た
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
の
言
葉

E
立
豆
、

m
U
N
ミ
ル
ミ
と
み
て

u
h
h
w
g
と
め
y
h
叩、込乍
h
e
ヒ
ぷ
吋
吋
へ
て
h
qも
hHh
＝（
ω
ヨH
g
u
C
ω

円
〈
噌
「
勺
－

h
P
P
N
O
）
は
、

ζ

の
と
と
を
言
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

J
Qも
h
w
h
k
h
も門町ヒョ

は
、
「
最
も
小
さ
な
数
値
を
基
に
し
て
」
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
引
用

句
全
体
は
「
完
全
性
（
あ
る
い
に
美
、
立
柄
引
）
は
、
一
連
の
数
を
と
お
し
、

最
も
小
さ
な
数
値
を
基
に
し
て
生
ま
れ
る
」
と
訳
す
ζ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
事
実
ア
イ
ロ
ン
は
こ
の
引
用
で
、
努
の
製
造
に
際
し
て
は
設
計
の
際
の
ほ

ん
の
僅
か
な
誤
差
が
、
飛
ぶ
石
の
距
離
と
方
向
を
大
き
く
変
え
て
し
ま
う
と
と

を
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う

κ純
粋
な
数
的
比
例
で
組
み
立
て
ら
れ
た
仮
の
像
と
実
際

の

A
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ
ス

V
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
ボ
ン
ベ
イ
出
土
の
大
理
石
像
（
図
1
）
を
は
じ
め

A
ド
リ

ュ
フ
ォ
ロ
ス

V
の
模
刻
像
は
、
と
れ
ま
で

κ多
く
の
研
究
者
K
よ
っ
て
計
測
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
計
測
値
は
、
細
か
い
点
で
は
必
ず
し
も
一
致
せ

ず
、
ま
た
計
測
基
点
の
相
違
な
ど
か
ら
、
そ
れ
ら
を
そ
の
ま
ま
直
ち
に
採
用
す

る
と
と
の
で
き
な
い
と
と
も
あ
る
。
ボ
ン
ベ
イ
出
土
の

A
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ
ス

V

の
像
高
（
す
な
わ
ち
頭
頂
か
ら
足
の
奥
ま
で
の
寸
法
）
は
、
一
九
七
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
か
ら
二

0
0セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
数
値
で
報
告
さ
れ
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図6 手の名部1の長さ

図 7 身体各部の長さ／高さ
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国8 身体各部の長さ／高さの比例関係

図9 紐の上の身体各部の寸法
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て
い
る
。
こ
れ
ら
の
計
測
値
と
比
例
式
か
ら
の
計
算
値
一
九
九
・

0
0セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
相
違
は
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
の
こ
な
い
し
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。
同
じ
像
の
頭
部
の
高
さ
（
す
J

な
わ
ち
頭
頂
か
ら
顎
ま
で
の
寸
法
）

は
、
多
く
の
計
測
者
が
二
八
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
報
告
し
て
お
り
、

ζ

れ

と
計
算
値
の
二
四
・

八
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
の
間
に
は
、
三
・

六
四
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
相
違
が
あ
る
。
そ
の
他
の
各
部
の
両
者
の
相
違
は
、
大
き
く
て
約

二
セ
ン
チ
メ
；
ト
ル
で
、
い
ず
れ
も
全
体
の
高
さ
の
一
パ

ー
セ
ン
ト
以
内
で
あ

る。

一一こ
の
相
違
は
、
動
き
な
も
つ
人
体
の
傾
き
や
筋
肉
の
伸
縮
に
よ
る
も
の
と

説
明
さ
れ
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ

る。

一何
故
、
な
ら
、
そ
の
僅
か
な
数
値
に
と
そ
、

ζ

の
彫
刻
作
品
の
特
徴
で
あ
る

繊
細
な
律
動
が
具
現
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
時
代
の
ギ
リ
シ

ア
人
に
と
っ
て

H

ノ
モ
ス
U

と
H

ピ
ュ
シ
ス
ヘ
す
な
わ
ち
合
理
的
で
揺
る
、
ぎ
な
い
秩
序
か
ら

在
る

μ
法
u

と
非
合
理
的
で
変
幻
自
在
な

ρ
自
然
人
あ
る
い
は
、
先
祖
か
ら

の
伝
統
と
し
て
の
ぷ
て
ひ
得
る
も
の
H

と
個
々
の

λ
問
に
内
在
す
る
と
と
ろ
の

H

才
能
μ

と
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
ば
、
大
切
な
関
心
事
で
あ
っ
た
o
Jポ
リ
ス
に
生

き
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
時
代
の
ギ
リ
シ
ア
人
が
、

H

ノ
モ
ス
N

を
読
ん
じ
た
の
は
当

然
で
あ
ろ
う
。
詩
人
ピ
ン
ダ
ロ
ス
に
と
っ
て
「
ノ
モ
ス
は
す
べ
て
の
王
」

（
芯
三
円
払
誌
ミ
門
E
K
E－
qhur！
断
片

E
C）
で
あ
ワ
、
神
聖
に
し
て
冒
す
べ

か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ピ
ン
グ
ロ
ス
の
詩
を
た
ん
に
踊
律
学
の

教
条
書
と
み
な
す
者
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
完
全
な
る
原
像
と
し
て
の
イ
デ
ア

論
を
嶋
え
た
プ
ラ
ト
ン
と
い
え
ど
も
、
少
な
く
と
も
壮
年
期
ま
で
の
プ
ラ
ト
ン

は
、
現
実
の
ノ
モ
ス
に
於
い
て
は
完
全
無
欠
な
体
系
を
望
ん
で
い
な
か
っ
た
。

彼
は
、
そ
の
よ
う
な
完
全
性
が
進
歩
、
調
和
に
適
さ
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た

の
で
あ
る
（
『
ポ
リ
テ
J

コ
ス
』
M
C
∞
何

l
ω
8
5
0
乙
の
意
味
に
於
い
て
、
膨
刻

家
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
も
ま
た
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
時
代
の
ギ
リ
シ
ア
人
で
あ
っ

た。
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
は
、
ギ
リ
シ
ア
彫
刻
が
伝
統
と
し
て
経
験
的
に
受
け
継

い
で
き
た
も
の
を
体
系
化
し
、
人
、体
像
の
た
め
の
ノ
J

モ
ス
を
定
め
た
。
そ
し
て

彼
は
、
そ
の
ノ
モ
ス
、
す
な
わ
ち
比
例
に
基
づ
く
シ
ュ
ジ
ヒメ
ド
リ
プ
陀
厳
密
に

従
い
、
、
し
か
も
そ
の
範
囲
の
な
か
で
、
彼
の
芸
術
家
と
し
て
の
才
能
を
発
揮
し

た
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
彫
刻
家
と
し
て
の
創
造
の
努
力
は
、
制
作
行
程
が
最
終

段
階
に
至
っ
た
と
き
、
す
な
わ
ち
、

、一絶
対
的
な
シ

ュ
ン
メ
ふド
リ
ア
が
ん
モ

ス
と

し
て
在
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
の
内
在
る
も
の
が
取
り
除
い
た
り
付
け
加
え
た

り
す
る
こ
と
を
命
ず
る
細
部
の
仕
上
げ
の
段
階
に
至
っ
た
と
き
、
決
定
的
、
な
瞬

間
を
む
か
え
る
の
で
あ
る
J

プ
ル
タ
ル
コ
ス
が
語
っ
て
い
た
の
は
、
ζ

の
決
定

的
瞬
間
の
と
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
「
美
術
家
た
ち
は
、
彼
ら

の
像
を
ま
ず
表
一
面
的
細
部
を
も
た
ぬ
大
ま
か
な
形
に
つ
く
り
、
そ
の
あ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
部
分
を
仕
上
げ
る
。
な
ぜ
、
な
ら
、
彫
刻
家
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト

ス
の
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
H

一一
制
作
は
粘
土
が
爪
の
上

K
く
る
と
き
、
最
も
難
し

い
μ

か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る

（
む
に
見
ω巴
0
2
ω

の
oロ
三
〈
E
F
P
口
uω
匂

N
）
。
「
粘
土
が
爪
の
と
に
く
る
と
き
」
（
町
三
ヒ

p
h
E
H
h
弘

司

t
r
xミ
ミ
h）

と
は
、
ま
さ
に
最
後
の
段
階
の
細
部
の
仕
上
げ
の
と
き
で
あ
り
、
ポ
リ
ュ
ク
レ

イ
ト
ス
が
、
彼
の
内
に
潜
む
彫
刻
家
と
し
て
の
ピ
ュ
シ
ス
を
表
出
す
る
と
き
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
は
、
古
代
文
献
の
証
告
白
か
ら
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
が
著
書
『
カ
ノ
！

ン
』
で
論
じ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
作
品
八
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ
ス

V
K於
い
て



復
原
が
可
能
と
さ
れ
る
数
的
比
例
に
基
づ
く
人
体
像
の
シ
ュ
ン
メ
ト
ジ
ア
で
あ

る
。
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
の
と
の
ン
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
理
論
は
、
文
字
ど
お
り
後

世
の
美
術
家
の
カ
ノ

i
ン
（
規
範
）
と
さ
れ
、
ま
た
、
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
が

彼
自
身
の
も
の
を
含
め
て
伝
え
る
古
代
に
書
か
れ
た
多
く
の
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア

理
論
（
『
建
築
書
』
H
H
M
M
Y

∞
、
お
よ
び
〈
円
円
七
日

z－
E
）
の
手
木
と
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し

A
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ
ス

V
に
は
、
も
う
一
つ
の
カ

ノ
！
ン
（
規
範
）
と
し
て
の
性
格
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
は
数
的

比
例
に
基
づ
く
シ
ュ
ン
メ
ト
り
ア
理
論
以
上
に
、
後
の
位
界
の
美
術
に
と
っ
て

規
範
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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ギ
リ
シ
ア
人
は
、
紀
元
前
五

O
O年
頃
を
境
に
し
て
、
人
体
畿
を
直
立
不
動

の
姿
勢
で
表
す
こ
と
を
や
め
て
い
た
。
生
命
を
動
く
力
と
し
て
理
解
し
た
ク
ラ

シ
ッ
ク
時
代
の
ギ
リ
シ
ア
人
は
、
た
と
え
静
か
に
立
つ
像
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ

に
動
き
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
静
か
に
立
つ
像
K
於
り
る
動
き
、
そ
れ
を
表
現

す
る
た
め
に
美
術
家
が
考
案
し
た
の
が
、
今
日
わ
た
し
た
ち
が
コ
ン
ト
ラ
内
ホ
ス

ト
（
わ
O
ロ円。門
m
w
U
C
2
0
）
、
ポ
ン
デ
一
ブ
チ
オ
！
ネ
（
刀
O
ロ門芯
S
N
F
O
D
m
）
、
キ
ア
ス
モ

ス
（

h
E
g
g
s）
と
呼
ん
で
い
る
造
形
手
段
で
あ
る
。

八
ド
リ
ュ
フ
ォ

ρ
ス
V
（図
4
6
5
）
を
見
て
み
よ
う
。
逗
し
い
若
者
は
、

身
体
の
重
み
の
す
べ
て
を
右
脚
に
か
け
て
立
ち
、
左
聞
は
膝
で
曲
、
げ
、
僅
か
に

足
の
先
で
地
に
触
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ζ
ζ

に
、
体
重
を
支
え
る
支
関
と
体

重
か
ら
解
放
さ
れ
た
遊
関
と
い
う
明
確
に
対
照
す
る
立
脚
関
係
、
す
な
わ
ち
コ

ン
ト
ラ
ポ
ス
ト
が
つ
く
ら
れ
て

h

る
。
膝
を
曲
げ
た
遊
間
脚
の
上
の
腰
は
に
が

り
、
そ
と
で
上
体
は
遊
関
側
に
傾
く
が
、
腹
部
の
上
か
ら
支
脚
側
に
轡
門
出
し
て

平
衡
を
取
り
戻
し
て
い
る
。
頭
部
は
、
と
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
支
脚
を
含

む
逆
S
字
型
の
け
間
線
の
延
長
上
に
あ
り
、
自
然
の
ま
ま
に
支
関
側
に
傾
い
て
い

る
。
す
な
わ
ち
と
と
に
、
コ
ン
ト
ラ
ポ
ス
ト

ぎ
の
な
い
平
衡
関
係
、
す
な
わ
ち
ポ
ン
デ
ラ

に

胴

部

の

正

中

線

が

樹

脂

線

を

描

く

結

果

、

支

脚

側

で
縮
ん
で
い
る
。

ζ

の
体
側
の
仲
長
と
収
縮
は
、
そ
の
上
の
肩
、
お
よ
び
そ
れ
に

続
く
腕
の
動
き
を
決
ι

定
し
、
支
脚
側
の
右
腕
は
力
を
抜
い
て
垂
れ
、
遊
脚
側
の

左
腕
は
肘
で
直
角
に
曲
り
、
手
は
巨
大
な
槍
を
も
っ
て
い
る
。
こ
と
に
、
緊
張

す
る
右
側
と
左
腕
、
弛
緩
す
る
左
脚
と
右
腕
と
h
う
、
ギ
リ
シ
ア
文
字
の

X
型

に
交
錯
す
る
位
世
関
係
、
す
な
わ
ち
キ
ア
ス
モ
ス
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

プ
リ
ニ
ウ
ス
は
、
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
の
作
品
を
列
挙
し
た
後
で
「
彼
（
ポ

リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
）
の
特
徴
は
、
一
本
の
脚
の
上
に
立
つ
像
を
考
え
出
し
た
と

と
で
あ
る
」
（
匂
吋
C
H）
江
口

2
2
5
2門
5
5
2乙
円
ぬ

E
E
E
ω
吉
見
出
門

2
m
R
H

2
8
2け
2
2）
と
述
べ
て
い
る
（
『
博
物
誌
』
同
一
円
出
〈

u
g）
。
と
と
で
い
う

「
考
え
出
し
た
」
（
均
｝
Rom

－gω
完
）
と
は
、
そ
の
よ
う
な
像
を
は
じ
め
て
つ
く

っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
完
成
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ポ
リ
ュ

ク
レ
イ
ト
ス
の

A
ド
リ
ュ
ブ
ォ
ロ
ス

V
は
、
左
脚
を
一
歩
誤
れ
ば
す
べ
て
が
瓦

解
し
て
し
ま
う
ま
で
に
大
き
く
後
方
に
引
き
、
円
柱
の
よ
う
に
立
つ
右
腕
と
の

間
に
明
確
な
コ
ン
ト
ラ
ポ
ス
ト
を
つ
く
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
ポ
ン
デ

ラ
チ
オ
l
ネ
お
よ
び
キ
ア
ス
モ
ス
が
、
全
体
に
窮
極
の
と
こ
ろ
で
調
和
す
る
完

成
さ
れ
た
統
一
性
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
調
和
の
あ
る
統
一
性
を
創
り
出
す
た

め
に
彫
刻
家
は
、
彼
の
知
性
と
感
性
の
す
べ
て
を
集
中
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ポ

リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
が
、
こ
の
よ
う
な
コ
ン
ト
ラ
ポ
ス
ト
、
ポ
ン
デ
ラ
チ
オ
i
ネ、

キ
ア
ス
モ
ス
に
つ
い
て
も
ま
た
、
そ
の
著
者
『
カ
ノ

i
ン
』
の
左
か
で
理
論
化

し
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
が
、
古
代
の
み
な
ら
ず
そ

の
後
の
西
洋
美
術
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
知
っ
た
飽
の
世
界
の
斐
術
に
、
測
り
知

れ
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

A
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ
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ス
V
が
世
に
出
て
す
ぐ
の
頃
か
ら
今
日
陀
至
る
ま
で
、
時
代
、
主
題
に

よ
っ
て
い
く
ら
か
の
変
化
を
加
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
あ
る
い
は
と
き
に
は
誤
解

さ
れ
な
が
ら
も
、
人
体
立
像
の
カ
ノ
1
ン
（
規
範
）
と
し
て
生
き
続
け
て
い
る

の
で
あ
る
（
図

ω
5
U
）。

最
後
に
、
も
う
一
つ
古
代
人
の
一
証
言
を
借
り
よ
う
。
ク
ワ
イ
ン
テ
ィ
リ
ア
ヌ

ス
は
、
ポ
リ
ュ
グ
レ
イ
ト
ス
の
卓
越
し
た
業
績
と
し
て
、
彼
の
芸
術
に
於
け
る

E
E
Z問
3
tへ
と
。
ぷ
ゅ
の

2
3
を
挙
げ
て
加
る
（
生
一

m
g門
店
仰
の
門
円
仰
の
O
吋

5

句。一三一
2
0
ω

ロ℃
3
2
Z
3
ω

ゆ
ロ
巳
門
吉
山
口
心

5
ヨ

ω
円）｝めユ

2
5
門Z
U
5
E円

円
）
∞
一
ヨ
戸
日
ロ
∞
門
広
三
一
C

買
え
O
門
広
岡

F
H
0・
3
0
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
の
芸

術
の
ぷ
臣
官
巳
民
、
（
精
密
さ
）
に
つ
い
て
は
、

ζ

と
で
何
も
付
け
加
え
る
必

要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ア
イ
ロ
ン
が
引
用
し
た
彫
刻
家
自
身
の
言
葉
「
完
全

性
（
美
）
は
、
一
連
の
数
を
と
、
お
し
て
、
最
小
の
単
位
を
基
に
し
て
生
ま
れ

る
」
を
思
い
起
ζ

せ
ば
充
分
で
あ
る
。

ζ

の

E
E
t
mゆ
え
民
w

と
等
寵
さ
れ
る

d
R
O門
司
は
、
論
理
的
、
な
意
味
で
は
な
く
、
「
形
式
上
の
完
成
さ
れ
た
羨
し
さ
」

と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ク
ク
イ
ン
テ
ィ
リ
ア
ヌ
ス
は
、
さ
ら
に
続
け
て

「
彼
は
人
体
像
に

4
2
2
3
を
与
え
た
が
、
そ
れ
は
現
実
性
を
超
え
る
も
の

で
あ
っ
た
」
（
ロ
亡
E
g
m
w
H
H
2
h
c
ロ
ベ
】
刊
誌
応
2
0
3
3
m
H〔

E
Eゆユ門
ω
に
匂
辺
〈
め
門
ロ
ヨ
）

と
述
べ
て
h
る
。
す
な
わ
ち
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
は
、
比
例
に
基
づ
く
シ
ュ
ン

メ
ト
リ
ア
、
コ
ン
ト
ラ
ポ
ス
ト
、
ポ
ン
デ
ラ
チ
オ
！
ネ
、
キ
ア
ス
モ
ス
な
ど
の

純
然
た
る
造
形
的
手
段
に
よ
っ
て
、
人
体
像
K
形
式
的
に
完
成
さ
れ
た
美
し
さ

を
与
え
、
そ
の
美
し
さ
は
あ
ま
り
に
も
完
成
さ
れ
て
い
た
が
ゆ
え
に

ρ
真
実
性

を
超
え
る

U
2
2
0吋
ω
C
円
以
店
〈
ゆ
吋
C
B
）
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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『
カ
ノ
l
ン
』
と
プ
ラ
ト
ン

プ
ラ
ト
ン
は
、
多
く
の
対
話
矯
に
於
い
て
造
形
芸
術
と
深
く
か
か
わ
る
事
柄

を
扱
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
メ
ノ
ン
』
の
な
か
で
彼
は
、
一
つ
の
抽
象
的
な

概
念
、
す
な
わ
ち
「
徳
」
の
概
念
を
具
体
的
な
物
象
世
界
か
ら
の
例
で
説
明

し
よ
う
と
す
る
と
き
、
物
象
世
界
か
ら
の
任
意
の
対
象
で
は
な
く
、
造
形
芸

術
に
於
い
て
は
じ
め
て
そ
の
純
粋
な
意
味
を
も
ち
得
る
現
象
、
す
な
わ
ち
色

（之内
U

、Q
）
と
形
（
兵
学
長
）
を
選
ん
で
い
る
（
芯
ロ
i
話
口
）
。
そ
の
結
果
と
ζ

に
、
「
物
体
を
輪
郭
P

つ
け
る
も
の
、
そ
れ
が
形
で
あ
り
、
一
般
に
言
え
ば
、
形

と
は
、
物
体
の
輪
郭
で
あ
る
」
（
向
ヘ
町
民

G
2
E
P
河町、
Q
P
2
3
u
へ
丸
ミ
h

qu芯＼」
Q

．
hH叶
刊
、
恥
℃

q
C
L
L
R－
凶

nbvL
丸
河
内
】

h
h
ι
h
q叶
g
U
H叶
hhvhHり

q
〕門戸
RhH
丸
℃

hHh）

（
ぷ
〉
）
と
い
う
、
形
に
関
す
る
一
種
の
美
術
論
と
も
い
う
べ
き
定
義
が
生
ま

れ
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ア
羨
術
の
造
形
の
特
徴
は
、
対
象
と
す
る
物
体
を
明
確
に

輪
郭
づ
け
、
そ
れ
を
一
つ
の
統
一
体
と
し
て
完
結
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
プ

ラ
ト
ン
は
、
と
の
よ
う
な
所
謂
N

彫
刻
的
が
と
呼
ば
れ
る
ギ
り
シ
ア
美
術
の

造
形
の
特
徴
に
つ
い
て
熟
考
し
、
そ
の
結
果
を
彼
の
形
に
関
す
る
定
義
で
も

っ
て
簡
勤
に
言
い
表
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
物
体
の
輪
郭
」

（q
a
h
u
g
u

立
、
三
）
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

プ
ラ
ト
ン
は
、
『
メ
ノ
ン
』
に
於
け
る
彼
の
形
に
関
す
る
定
義
を
『
フ
ィ
レ

ボ
ス
』
の
な
か
で
「
（
子
宙
全
体
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
」
に
つ
い
て
論
じ

る
際
に
も
う
一
度
、
少
し
形
を
変
え
、
さ
ら
に
規
模
を
大
き
く
し
て
扱
っ
て
い

る
（
N
ω
わ
l
N
詰
｝
）
。
す
な
わ
ち
と
こ
で
は
、

J
b
叫門郎、

3
3
が
、
造
形
芸
術
の

「
輪
郭
」
の
概
念
を
超
え
て
、
よ
り
一
般
的
に
「
境
界
」
「
設
界
」
を
意
味
す
る
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一
言
葉
と
し
て
伎
わ
れ
て

い
る
c

e
プ
ラ
ト
ン
は
、
「
ん
目
寸
前
に
於
け
る
す
べ
て
の
お

在、一（汁門小ピ叶
Q

叶
P
Lピ
～
山
ピ
叶
ミ
凡
ピ
止
白
川
叶
門
何
百
～
）
を
凶
つ
の
誕
知
に
分
け
て
い

る
。
そ
れ
は
、
ま
ず
「
限
界
を
も
た
な
い
も
の
」
（
二
泊
口
町
三
て
）
と
「
限
坪
」

（叶ゐ河川

b
S）
の
二
税
制
川
に
分
け
ら
れ
、
統
凶
て
と
の
「
限
界
を
も
た
な
い
も

の
」
と
「
限
界
」
と
が
混
合
さ
れ
、
そ
の
混
合
か
ら
生
成
さ
れ
る
一
二
詐
自
の
径

類
が
挙
庁
ら
れ
て
い
る
。
彼
に
よ
る
と
、
一
括
一
円
の
「
限
界
を
も
た
な
い
も

の
」
と
は、

υ
よ
り
肢
か
く
も
な
れ
ば
よ
り
冷
た
く
も
な
る
も
の
ヘ

H

よ

り

多

く
も
な
れ
ば
よ
り
少
な
く
も
な
る
も
の
ヘ

υ
よ
り
乾
い
た
も
の
と
も
な
れ
ば
よ

り
山
川
っ

た
も
の
と
も
な
る
’む
の
ヘ

M

よ
り
大
き
く
も
な
れ
ば
よ
り
小
さ
く
も
な

る
も
の
μ

な
ど
、
「
一
定
市
）
と
か
「
適
度
」
と
い
っ
た
も
の
の
介
入
を

一
切

相
一
合
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
変
化
し
絞
り
る
も
の
で
あ
る
（
∞
ム
〉
l

以
〉
）
。

二
得
目
の
「
限
界
」
と
は
、
「
以
け
介
を
も
た
な
い
も
の
’
一
を
交
け
入
札
な
h

で
む

し
ろ
そ
の
反
対
を
受
付
入
れ
る
も
の
、
す
な
わ
ら
数
字
4

で
表
現
さ
’
札
得
る
尺
度

と
か
政
一
位
関
係
、
一
‘
す
べ
て
の
一
つ
の
数
に
対
す
る
他
の
数
の
、
一
つ
の
計
役

さ
れ
た
も
の
に
対
す
る
他
の
計
置
さ
れ
た
も
の
と
の
対
比
関
係
」
（
司
令
町
叶
日

t

h
℃
討
も
ふ
内
丸
－
2
3
5ピ
ル
℃
門
店
に
三
叫
三
叶
九

u
s
L
4
c
F，
l
y
g
v）
で
あ
る
（
ωω
〉）。

そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
相
以
’
す
る
も
の
相
瓦
が
敵
対
す
る
ζ

と
を
や
め
さ
せ
る
も

の、

「数
を
判
明
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
・
／
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
、
協
関
す

る
も
の
に
も
た

b
す
」
（
三
三
%
叶
－

3
ご
ミ
～
之
、
？
、

s
r
p
s
R
ル－
o
h
b
Eに

九
日
三
ふ
や
叶
ミ
ヘ
）
も
の
で
あ
る
（
Nω
開
）
。
こ
の
よ
う
な
「
限
界
」
を
「
限
界
を

も
た
な
い
も
の
」
に
混
合
さ
せ
る
と
と
に
よ
っ
て
、
シ
コ
ン
メ
ト
リ
ア
を
も
っ

三
指
目
の
綿
烈
が
生
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
つ
こ
の
時
、
シ
町
ン
メ

ト
リ
ア
が
重

要
な
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
限
界
を
も
た
な
い
官
の
尚
低
、
運
動
の
遅
速

に
、
数
的
比
例
と
い
う
限
界
が
混
合
さ
れ
て
、
そ
の
結
果
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
を

も
っ
光
八
十
一
な
昨
日
楽
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
し
て
、
脱
水
制
的
街
か

ら
は
四
季
の
リ
ズ
ム
が
生
ま
札
、
肉
体
の
成
分
が
正
し
く
混
合
さ
れ
る
と
と
に

よ
っ
て
身
体
と
精
神
の
健
康
、
正
常
な
市
川
、
美
容
と
約
一
北
が
生
ま
れ
る
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
美
し
い
す
へ
て
の
も
の
が
生
ま
れ
る

の
で
あ
J

る
（
N
印
何
I
N
。ロ）。

こ
こ
で
プ
ラ
ト
ン
は
、
一
眼
按
に
は
造
形
芸
術
に
つ
い
て
語
っ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
『
メ
ノ
ン
』
に
於
け
る
彼
の
形
児
関
す
る
定
義
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

κ、
ζ

乙
で
語
ら
れ
て
い
る
数
的
比
例
に
よ
る
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
ア
も
、
ま
た
、
造

形
芸
術
の
概
念
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
美
し
い
形

と
は
、
数
的
比
例
に
よ
る
シ
ュ
ン
メ
ト
リ
プ
ル
乞
欠
く
ζ

と
の
で
き
な
い
要
因
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彫
刻
家
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
が
、
著
書
『
カ
ノ

i
ン』

で
論
じ
、
作
品

A
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ
ス

V
て
実
現
し
て
h
u

た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の

こ
と
で
あ
っ
た
っ
プ
ラ
ト
ン
は
、
彫
刻
家
と
同
じ
考
え
方
で
も
っ
て
宇
宙
の
存

在
に
関
す
る
彼
の
県
論
を
打
ち
立
て
よ
う
と
し
て
h

た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
に
プ
ラ
ト
ン
は
、
宇
宙
の
存
在
の
四
番
目
の
積
知
と
し
て
「
限

界
を
も
た
な
い
も
の
」
と
「
限
界
」
を
一
つ
の
尖
り
設
か
な
按
触
に
も
た
ら

し
、
第
三
搭
目
の
稲
－
粕
別
で
あ
る
美
し
い
も
の
を
生
成
す
る
、
「
原
因
」
（
Q

マ
た
）

と
い
う
も
の
を
考
え
て
い
る
（
N
G
何
l
N
ご
と
。

ζ

の同
日
間
番
目
の
積
額
は
、
『
フ

ィ
レ
ポ
ス
』
の
な
か
で
は
ま
だ
命
名
さ
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ
一
連
の
生
成
を

M

実
行
す
る
u
s
q
E
C
C
3
6
U
℃
）
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
と
諮
ら
れ
て
加
る

κす

ぎ
な
い
（
N

吋
白
）
。
し
か
し
、
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
の
（
子
市
論
の
な
か
で
は
、
そ

れ
は
「
デ
ミ
ウ
ル
イ
一
ス
」
（
念
、

scミ
今
）
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
M
∞
〉
そ

の
他
）
。
そ
と
で
デ
ミ
ウ
ル
ゴ
ス
は
、
建
築
家
や
彫
刻
家
が
引
一
考
さ
れ
た
数
量

関
係
に
基
づ
い
て
彼
ら
の
作
品
を
つ
く
る
よ
う
に
、
宇
宙
と
い
う
建
造
物
を

「
’併
の
な
か
で
最
も
美
し
い
も
の
」
（
b
g
h
h
b
てんに
h

ふ
と
h
q
叶O
円
）
で
あ
る
比
例

（
ア
ナ
ロ
ギ
ア
）
を
手
段
と
し
て
構
築
し
て
h

る
の
で
あ
る
（
ω
－の
iωω
ロ）
0

．フ



ラ
ト

γ
の
侍
代
に
は
、
建
築
家
や
彫
刻
家
は

1
ア
ミ
ウ
ル
ゴ
ス
μ

と
呼
ば
れ
て

い
た
の
で
あ
り
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
も
ま
た
、
ポ
り
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
を
そ
の
よ
う

に
呼
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
（
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
』

ω
∞∞の
1

ロ）。

プ
ラ
ト
ン
は
、
内
閣
家
』
の
第
五
巻
に
於
い
て
、
そ
れ
ま
で
議
論
さ
れ
て
き

た
理
想
国
家
は
果
た
し
て
実
現
可
能
在
の
か
と
対
話
者
托
問
わ
れ
た
ソ
ク
ラ
テ

ス
に
、
次
の
よ
う
に
答
え
さ
せ
て
い
る
。

「
で
は
君
は
、
も
し
完
全
に
美
し
い
人
間
が
阿
る
と
す
れ
ば
そ
れ
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
を
す
べ
て
の
点
に
於
い
て
厳
密
に
考
察
し
た
範
型

を
拙
い
た
画
家
が
、
そ
の
よ
う
な
人
間
が
現
に
存
在
す
る
ζ

と
を
証
明
で
き
な

い
か
ら
と
い
っ
て
、
彼
を
画
家
と
し
て
低
く
評
価
す
る
だ
ろ
う
か
」
（
ち
N
U
）。

と
ζ

で
プ
ラ
ト
ン
は
、
彼
の
理
想
同
家
を
美
術
家
の
作
品
と
放
列
さ
せ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん

ρ
国
家
μ

は

μ
彫
刻
家
H

で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
否
、
プ

ラ
ト
ン
の
前
に
あ
っ
て
、
「
完
全
に
美
し
い
人
間
」
（
払
え
と
ミ
ペ
。
円

h
F守
色
ぎ
り
）

の
「
す
べ
て
に
於
い
て
厳
慌
に
考
察
し
た
」
（
河
門
町
て
叶
Q

～h
Qピ
m
U

円
九
さ
山
色
町
）
「
範

型
」
（
可
足
、
仏
句
史
ミ
ミ
）
を
つ
く
っ
た
美
術
家
、
そ
れ
は
ま
さ
忙
、
『
カ
ノ

i
ン』

の
著
者
で
あ
り
、
《
ド
リ
ュ
フ
ォ
ロ
ス

V
の
作
者
で
あ
る
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
と
の
彫
刻
家
が
「
常

κ
一
つ
の
範
型
を
追
求
し
て
h

た
」
（

U
2
2
hえ
に
コ
ロ
ヨ

2
2吋】
3
1
ロ
ヨ
）
と
と
は
、
古
代
世
界
に
広
く
知

ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
（
プ
リ
ニ
ウ
ス
阿
同
凶
【
〈
・

8
）。

71 

自
然
は
無
数
の
人
間
を
つ
く
っ
た
。
し
か
し
、
決
し
て
た
だ
一
つ
の
例
で
完

全
な
美
し
さ
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
人
間
は
、
個
々
に
於
い
て
は
千
差
万

別
で
あ
り
、
そ
の
個
も
時
間
と
共
に
絶
え
ず
変
化
し
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
彫
刻
家
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
は
、
自
然
の
つ
く
っ
た
人
間
を
厳
密
に
観

察
し
、
そ
こ
か
ら
、
自
然
現
象
と
し
て
の
あ
ら
ゆ
る
偶
然
性
を
取
り
除
い
た
形

の
法
則
を
引
き
出
し
、
人
間
の
範
型
（
パ
ラ
デ
イ
グ
マ
）
を
つ
く
っ
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
現
実
世
界
に
は
序
在
し
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
っ

て
、
プ
ラ
ト
ン
が
イ
デ
ア
の
世
界
に
観
照
し
よ
う
と
し
た
原
像
で
も
な
い
。
そ

れ
は
、
た
し
か
に
知
的
認
識
の
世
界
K
属
さ
な
い
、
生
成
し
消
滅
す
る
感
覚
世

界
の
形
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
い
う
原
像
に
可
能
な
、
ぎ
り

ぎ
り
の
限
界
に
ま
で
近
づ
い
た
範
型
（
パ
ラ
デ
イ
グ
マ
）
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ト

ン
に
と
っ
て
ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
は
、
郊
の
な
か
に
明
確
な
範
型
を
も
っ
ζ

と

を
求
め
ら
れ
る
国
家
の
指
導
者
、
す
在
わ
ち
真
の
哲
学
者
と
投
列
さ
れ
得
る

「
最
も
真
実
で
あ
る
も
の
に
自
を
向
け
、
そ
れ
と
常
に
較
べ
な
が
ら
、
そ
し
て

そ
れ
を
正
確
に
観
察
し
な
が
ら
、
美
の
法
制
を
う
ち
た
て
、
そ
れ
を
遵
守
す

る
」
（
『
国
家
』

2
・
お

R
ー
ロ
）
美
術
家
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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